
１ ダムに関する情報提供の拡充

２ 緊急放流を想定した住民参加型避難訓練

３ ダム貯水位を下げる運用の試行

出水期に向けたダムに関する取組み

①県ウェブサイトでダムのカメラ画像を公開

  ②緊急放流時にはサイレンの鳴らし方を変更



１ ダムに関する情報提供の拡充
①県のウェブサイトで

ダムのカメラ画像を公開

②緊急放流時には

サイレンの鳴らし方を変更

富山県河川海岸カメラ・水位情報 (pref.toyama.jp)

７ダム 白岩川ダム

○ダムから放流を開始するとき

○緊急放流を行うとき＜今回追加＞

⇒河川(108箇所)・海岸(５箇所)に加えて

ダムのカメラ画像を公開（14箇所）
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約20秒間のサイレンが10回鳴ります

約50秒間のサイレンが３回鳴ります

⇒短い間隔のサイレンをたくさん鳴らし、

命を守る行動を呼びかけ

「とやま河川(かわ)メール」配信サービス(pref.toyama.jp)

富山県が管理する河川の水位やダムの貯水位が

基準値を超えた場合に、お知らせします。

「とやま河川メール」の配信
か わ

6月21日～

https://kawa.pref.toyama.jp/camera/
https://www.pref.toyama.jp/1503/kendodukuri/shinrinkasen/kasen/kawamail.html


○白岩川ダム ：令和７年６月1４日（土）

２ 緊急放流を想定した住民参加型避難訓練

<訓練内容>
 （ 県 ）緊急放流のサイレンの実施

          立山町・上市町への情報伝達

今回新たに、白岩地区で住民避難を実施

（ 立山町  ）住民に対する避難指示発令

    避難所の開設

 （白岩地区）住民の避難所への移動



▽ 洪水時最高水位

利水容量
500,000m3

▽ 常時満水位（通常保持する水位）

１ｍ低下

洪水調節容量の増加
約100,000m3

洪水調節容量
1,200,000m3

▽ 予備放流水位（洪水が予測される時の水位）

▽ 制限水位（通常保持する水位）

▽ 洪水時最高水位

洪水調節容量の増加
約165,000m3

洪水調節容量
1,200,000m3

最大60㎝低下

利水容量
1,000,000m3

３ ダム貯水位を下げる運用の試行

《試行内容》
平時から常時満水位より１ｍ低下させて運用 《試行内容》 

 洪水が予測される時は、
  予備放流水位より更に低い水位で運用

白岩川ダム 和田川ダム

出水期（６/２１～９/３０）

《Ｒ７～ダム操作の変更》
 急激な流入量の増加に対しても、洪水調節容量を
 できるだけ確保できるよう、ダム操作を一部変更 （担当：河川課）
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